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 彼岸を過ぎ、朝晩は随分と過ごしやすくなって

きました。酷暑の夏がやっと去ってくれそうな気

配です。 

 最近、嬉しかったことと言えば、朝の様子です。

7:45 までの時間帯の「上運動場」には、元気に体

を動かしている本小っ子がたくさんいます。 

ある日、元気に挨拶をし、（元気な反応がある

まで挨拶を繰り返したところもありますが…）、

一つのお願いをしました。「どんな反応や表情を

するのかな？」と思いながらの言葉。 

「ちょっとお願いがあるんだけど、今から運動

場の草を一人５本取ってくれない？」 

その場にいた１１名の本小っ子の反応は、とて

も嬉しく、素晴らしいものでした。お願いを聞い

ていた全員が「はい、いいですよ。」とすぐに行動

に移してくれたのです。 

あっという間に５本を集め、作業は終了しまし

た。「あっという間に１１名×５本＝５５本の草

とりができたね。明日もすると１１０本、５日間

続けると２７５本。すごい本数になるね。」など、

話したのもつかの間、また元気に遊び始めていま

した。 

本小っ子の「学校をきれいにしよう」「人の役

に立とう」「自分から行動しよう」などの気持ち

や力が高まってきているのだろうと嬉しくなる

出来事でした。 

これからも充実の秋、成長の秋を感じる場面が

増えてくるのだろうと期待しています。 

一方で、季節の変わり目は体調を崩しやすくな

ります。これまで以上に、規則正しい生活（睡眠、

休養、栄養）を意識し、健康を保つことができる

よう、御留意ください。 
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と
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学
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は
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。 

先日の報道では、全国のいくつかの県で

スマートフォン等の適正使用に関する条例

が可決されたとありました。  

適正な時間を設定するものやＳＮＳ等へ

の書き込みによる人権侵害を防ぐものなど

様々な面で規制がかかるような動きが見ら

れています。  

一般的にいろいろな決まりには、制定の

理由があり、その多くは私たちへ悪い影響

等を防ぐために作られています。  

今回の制定の裏には、多くの時間をスマ

ホに費やすことで生活時間を乱したり、

様々な犯罪につながったりする懸念（実際

に被害があったり）が強くあるからでしょ

う。  

スマホ、ＳＮＳ、インターネット、オン

ラインゲームなど、本人にとってはとても

楽しく便利で、生活を豊かにしている感覚

になるのも事実です。しかし、知らず知ら

ずのうちに、自分の生活を脅かす使い方に

なっているのではないかという確認も必要

です。  

 客観的に自分を見つめることが難しい年

代の子ども達には、大人の目が必要なこと

はなおさらのことです。 

 夏休み前にお知らせした「親子で学ぶメ

ディア教室」の動画はご覧いただけたでし

ょうか？  

 子ども達とともに適切な使用法について

考えてみてください。  


